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①地域性

②将来性

③環境性

④経済性

問

　
市
は
こ
の
た
び
、
辻
原
地
域
︵
坂
本
︶

を
メ
モ
リ
ア
ル
施
設
︵
新
斎
場
︶
建
設
候

補
地
に
選
定
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
選
定
は
、
同
施
設
の
建
設
地
決

定
で
は
な
く
、
候
補
地
と
し
て
地
域
の
皆

さ
ん
と
対
話
し
、
ご
理
解
い
た
だ
く
取
り

組
み
を
行
な
う
も
の
で
す
。

　
地
域
の
皆
さ
ん
が
抱
く
不
安
や
心
配
を

払
拭
し
、
ご
理
解
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

る
よ
う
丁
寧
に
説
明
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
対
話
を
経
て
、
双
方
が
納
得

し
た
う
え
で
﹁
基
本
合
意
協
定
書
﹂
の
締

結
を
目
指
し
ま
す
。

　
メ
モ
リ
ア
ル
施
設
は
従
来
の
斎
場
の
イ

メ
ー
ジ
を
覆
す
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
に
す
る

な
ど
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
共
に
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
ご
理
解
い
た

だ
け
る
よ
う
、
他
市
の
先
進
地
視
察
会
を

計
画
し
ま
す
。

　
施
設
供
用
開
始
は
令
和
12
年
度
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
最
新
情
報
の
お
知

ら
せ
や
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

︻
令
和
５
年
度
︼

・
先
進
火
葬
施
設
市
民
視
察
会
や
広
報
活

動
を
実
施

　
▼
中
津
・
苗
木
・
坂
本
で
計
11
カ
所
の

　
　
土
地
情
報
の
提
供
あ
り

・
現
中
津
川
斎
場
周
辺
な
ど
を
含
め
計
14

カ
所
か
ら
候
補
地
調
査
を
開
始
。

︻
令
和
６
年
度
︼

・
市
役
所
内
部
に
﹁
メ
モ
リ
ア
ル
施
設
候

補
地
選
定
部
会
﹂
を
設
置
。
候
補
地
選

定
条
件
と
評
価
内
容
に
よ
る
協
議
を
７

回
実
施
。

・　※

現
中
津
川
斎
場
周
辺
、
茄
子
川
上
平

　
　
地
域
、
千
旦
林
辻
原
地
域

・
右
記
の
坂
本
地
域
で
は
、
地
域
勉
強

会
、
先
進
火
葬
施
設
地
域
視
察
会
を
開

催
し
、
検
討
委
員
会
が
設
置
さ
れ
る
。

︻
令
和
７
年
度
︼

・
令
和
７
年
３
月
、
心
情
的
に
受
け
入
れ

ら
れ
な
い
意
見
も
あ
る
中
、
条
件
付

き
、
ま
た
、
将
来
の
地
域
づ
く
り
の
た

め
で
あ
れ
ば
と
﹁
地
域
の
願
い
と
要
望

書
﹂
が
提
出
さ
れ
る
。

・
令
和
７
年
４
月
、
メ
モ
リ
ア
ル
施
設
候

補
地
選
定
部
会
で
検
討
し
、
千
旦
林
辻

原
地
域
を
選
定
し
た
。

評
価
内
容
は
﹁
地
域
性
﹂﹁
環
境
性
﹂﹁
経

済
性
﹂の
項
目
を
点
数
方
式
で
行
い
、
点

数
の
高
い
３
カ
所※

を
候
補
地
︵
案
︶
に

選
定
。

選
定
ま
で
の
経
緯

メ
モ
リ
ア
ル
施
設
整
備
課
︵
☎
内
線

136
︶

建
設
候
補
地
を
選
定

メ
モ
リ
ア
ル
施
設
︵
新
斎
場
︶

中津川市千旦林字辻原地内
・現況　農地、市道坂本23号線沿い

心情的に受け入れられない
意見もあるなか、農業後継
者不足への不安や農地荒廃
など、将来的な活性化を望
む声がある。

坂本北部一帯の活性化をど
のようにしていくか、地域
の皆さんと共に考える官民
連携事業を進める。

二車線道路で、市内葬儀場
から40分以内で移動でき
る。

ライフラインが整備されて
おり、造成が容易で、地形
的に立地しやすい。

選定理由

選定場所

中原

至 美乃坂本駅

恵那峡ロード

恵
那
峡
ロ
ー
ド

北部グラウンド

410
坂本北部クリーンセンター

建設候補地
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